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論 文 内 容 要 旨
1目 的
動物プランクトン群集において,個 体数の過半数を占める饒脚類は,基礎生産者である植物プラ
ンク トンを主に摂餌 し,彼 ら自身は魚類等の大型捕食者の餌にな り,海洋にお け る物 質 ・エネル
ギー循環において も重要な立場にある生物群である。檎脚類を含む動物プランクトン分布の研究は,
約100年前より始められ,現在 も非常に多 くの研究者により継続されている。 しかし,採集器の問





た檎脚類の消化管内容物を走査型電子顕微鏡(SEM)を 用い観察 し,表層か ら中深層 に分布する
個体の餌料および摂餌活動について考察 し,日周鉛直移動と摂餌の問題について論議 した。
丑 材 料 と方 法
動物 プ ランク トン採集 は,1981年7月,三 陸沖 の測 点で0-300?π間を 昼夜各1回,1983年
6月,北 海道襟裳 岬東方 沖の測点 で0-10007π問 を1日 間で4回,ヱ983年8月,北 太平洋 西部亜
寒帯渦中 の測点 で0-1000π 澗 を1日 間で6回,LHPRを 用いた傾斜 曳採集を行 な った。12回
のLHPR採 集 によ り合計443サ ンプルが得 られ た。各測点 で昼夜各1回,MTDネ ッ トを用 い



























皿 結 果 と考 察
LHPR採 集 を 行 な っ.た3測 点 より出現 した カラノイ ド擁脚類 は132種 であった 。 優 占 種 は
MetridiaIucensとEucalanus惣亘 .遮 であ った・次 にはCalanusplumchrus,
Metridiaokhotensis,Pseudocalanusm{nutusの3種類 も多 く,これ ら冷水性種が主要種
で あ った。各測点 におけ る全擁脚類の鉛直分布 は,表 層(0-60肌)と 中層(200-300皿)にピー
クが現れ る二極化分布型 が終 日観察 され る傾 向にあ り,彼 らの主な餌料 とな る植物 プ ランク トンの
鉛直分布型 とは大幅 に くい違 って いた(Fig.ユ)。即 ち,擁 脚類 は餌生物 の存在 しない中深層 の長
大 な水柱内 に分散 してお り,旧 来摂餌 のために浮上す るとされてきた夜 間において も,こ の分布 パ
ター ンが維持 されて い ることがわか る。また,旧 来 の諸研究 は,浅 い有光層 内にお ける動植物 プ ラ
ンク トンの 分布パ タ ーンの異同に重点が置かれていた為 に、摂食者群 の全水柱 にまたが る分布パ タ
ー ンが 見落 されて きたと考え られ る。
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僥 脚類 の分布で顕著 であ った二極化分布型 は,優 占種 であ る」堕lucel1§の分布型を反映 した も
のであ った(Fig.2)。IV期以下 と雄V期 の .塾LIucensは,表層 と中層 に ピー クを示す二極化 し
た分布 型を終 日示 していた。但 し,注 目され る ことは,両 ピー クの消長 が昼 と夜 で交 互 に起 こるこ
とで,こ の ことは両 ピーク間で個体の!咬 流"の 存在 していることを意味 してい ると考え られ る。
以 上のよ うな若 い個体 の中膚分布は,彼 らが植物 プ ランク トンの多 い表層 において終 日盛ん に摂餌
し成長す るという旧来の考えか らは充分 に説明 し難 い結果 であ った。M.1ucens雄成体 は単一の
中層 ピー クを終 日形成 し,め ぼ しい日周 鉛直移動 を示さないが,雌 のV期 と成体 は,昼 間 は単…の
中層 ピークを形成 し,日 没後 この ピークの一部が"分 離'し て上昇 を行 ない,夜 間 に典型的な二極


































毎 日一 回中層 において起 こるこの嘘 分離・が個体間でどのように配分 されるのかは,ま った く
不明であるが,夜 聞に浮上するか,そ のまま中層に滞留す るかの選択の機会は,そ れぞれの個体に
とり,日に一回はあることになる。このことか ら,群の日周移動行動が個体の表層での摂餌行動と
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Pleuromammascutullata成体 の鉛 直分布型 は測点間で 大 き く異 った(Fig.4)。 測 点 間
の物理環境 や生物 環境の差を鉛直分布型 の差 と比 較 した結 果,鉛 直移動 を コン トロールす る一 つの
要因 と して,表 層 内の生物的要因が考 え られた。 中層 において優 占種 であ っ.たM,okhotensis雌
成体 と雌雄V期 は,終 日中深層に分布 し,特 に300-500皿 層に 高 い ピークが現れた(Ffg。5)。
しか し,興 味深 い ことは,主 個体群が終 日中深層 に分布 す ることに対 し,少 数のV期 の個体が顕著
な昼夜移動 を行 ない,夜 間の二極化分布 型を示 した ことであ る。迦Lokhotensisは本 来 オ ホ ー
ツク海を中心 に分 布す る種で,オ ホーック海 域では顕著な 日周鉛直移動を行な うと言 われて い る。
この ことか ら考察 す ると,本 来の分布水域 と異 る太平洋 に移動 して きたため,鉛 直移動 の様子が変
った とい うことが考 え られ る。 ≦≧.chstatus,≦≧.plumchrus,旦∴ 魎1璽3種
は発育 に伴 い分布 水深 を増大 させ る種 と言われ る。前者,Calanus属2種 は,旧 来認め られ たよ
うに,ス テー ジ毎 に分布 水深が深 くな ったが,後 者の 旦 、璽 噸 一は,採 集 地 点 間 め季





































































































































































































































































































































































































































審 査 結 果 の 要 旨
海洋における擁脚類の鉛直移動「は過去一世紀にわたるプランク トン生態研究の主要焦点の一つ
であ った。本論文はこの古典的な主題に近年開発された細密採集装置(LHPR)を援用 して新た




群を種毎発育段階毎に分離 して,幾 つかの種 に於て明瞭な昼夜移動が認められるが,そ の場合に
も前記二峯分布の基本パターンは維持されてい ることの発見である。 この場合その種(ス テージ)





題を提供するもので,審 査員は一致 して著者 に農学博士の学位を授与す るに値するものと認定 し
た。
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